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感染症関連情報（パラナ州におけるデング熱の発生状況） 

 パラナ州保健局は，２０１３年２月１３日時点の州内保健局支部別デング熱感染者

数（２０１２年７月２９日～２０１３年２月８日の期間に発生した州内感染者数及び

州外感染者数の合計数）及び感染疑義者数につき公表したところ，概要を以下のとお

り、お知らせします。 

州合計 ３，４３９名（感染疑義者：１４，９９４名） 

１．パラナバイ：１，４５７名（感染疑義者：３，１４０名） 

２．カンポ・モウラォン：１，２１４名（同３，４０３名） 

３．ロンドリーナ：１７６名（同３，９１８名） 

４．シアノルテ：１４２名（同４３１名） 

５．マリンガ：１１７名（同１，０８８名） 

６．フォス・ド・イグアス：１０８名（同８５９名） 

７．カスカベル：７５名（同４６３名） 

８．トレド：５９名（同４１６名） 

９．クリチバ大都市圏：３８名（同２０６名） 

１０．ウムアラマ：２２名（同３４２名） 

１１．フランシスコ・ベルトロン：７名（同１８９名） 

１２．パト・ブランコ：７名（同３８名） 

１３．アプカラナ：６名（同２１７名） 

１４．グアラプアバ：４名（同２３名） 

１５．コルネリオ・プロコピオ：２名（同１４１名） 

１６．ジャカレジーニョ：２名（同４９名） 

１７．イバイポラン：１名（同２０名） 

１８．ポンタ・グロッサ：１名（同１１名） 

１９．パラナグア：１名（同９名） 

２０．テレマコ・ボルバ：０名（同２６名） 

２１．イラチ：０名（同４名） 

２２．ウニオン・ダ・ビトリア：０名（同１名） 

○感染経路：ウイルスを保有した蚊に吸血された際に感染する。媒介蚊は日中，都市部

の建物内外に生息するヤブカ類である。 

○主な症状：2～15 日（多くは 3～7日）の潜伏期ののち，突然の発熱，激しい頭痛，

関節痛，筋肉痛，発疹。デング熱患者の一部は重症化して，出血傾向を伴うデング出

血熱を発症することがある。 

○感染予防：長袖，長ズボンを着用し，素足でのサンダル履き等は避ける。虫除け剤や

蚊帳の使用等により，屋外だけでなく屋内でも蚊に刺されないように注意する。室内



の蚊の駆除を心がける。 

 


